
東京国立近代美術館工芸館の石川県移転に係る基本コンセプト（概要）

〈現在の工芸館〉 〈移転する工芸館の完成イメージ〉

東京国立近代美術館工芸館の石川県移転については、日本海側で初の国立美術館となることから、展示拠点の広がりによる国立美術館の発信力、
ネットワーク機能等が強化されるとともに、工芸分野について歴史的、文化的蓄積を持つ石川県をはじめとする北陸地域の美術館や教育機関等との
連携・協力等の拡充を通じ、一層の工芸美術の国内外への発信拠点を形成することにより、我が国の工芸分野の発展・振興に寄与していく。

①名 称：正式名称は「東京国立近代美術館工芸館」とし、通称については、
引き続き検討する。

②組 織：体制の強化を図りつつ、東京国立近代美術館工芸課を配置する。
館長相当職を設置する方向で今後検討する。

①作品収蔵：約１，９００点以上の作品を移転する。（現工芸館に所蔵されている美術工芸作品の約７０％）
②展示活動：歴史、地域性、分野等様々な視点によるテーマに基づく所蔵作品展を年４回程度開催する。

積年の研究成果等に基づき企画する企画展を年１～２回程度開催する。
③そ の 他：調査研究、教育普及、情報提供、資料収集等の事業を実施する。

○石川県立美術館において工芸館の所蔵作品による展覧会を開催する。（平成３１年度まで毎年度１回）
○石川県内の美術館等において工芸館の所蔵作品を活用した展覧会を開催する。（平成３１年度まで毎
年２会場程度）

移転施設の詳細については、関係者間で協議を重ねながら、石川県及び金沢市において実施設計の中で検討を進めている。
管理運営に係る体制、運営に当たっての石川県及び金沢市との連携、経費負担の考え方等については、引き続き、文化庁、国立美術館、石川県、
金沢市で検討を行う。
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東京国立近代美術館

１．基本的な方針

２．管理運営体制

３．活動方針

４．連携事業

６．その他

〈移転を予定している作品〉

東京に残る作品の収蔵管理、北陸地域との連携等を行うため担当する室を設置する。

５．東京での活動

（東京都千代田区） （石川県金沢市）


